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研究成果の概要（和文）：本研究は、ミューア J. Muir が初めてアラスカ探検に旅立った際の経緯と、ミュー
ア・ネイチャーライティングにおける最大の特徴である「文学と科学の融合」を、彼の『アラスカの旅』の中に
読み解こうとしたものである。L. M. Wolfeは、1879年7月にヨセミテでS. Jacksonが行った講演に接したことが
ミューアにアラスカ行きを思い立たせた契機であるとしているが、本研究は、これが誤りであることを実証し
た。また、同作品においてミューアが、先住民の遺物に関する「科学的記述」と「主観的な描写」の統合的叙述
によって、文学と科学の融合を目指していることを、詳細なテキスト解釈に基づいて論じた。

研究成果の概要（英文）： This study focuses on J. Muir's Alaska trip of 1879 from two points of 
view. The first is descriptive and objective. The second focus is on identifying the type of 
thinking that underlies the writing of "Travels in Alaska." L. M. Wolfe suggests that it was a 
lecture by S. Jackson in the Yosemite Valley in June 1879 that spurred him to go. But Muir's letter 
to his fiancee Louisa (dated July 9, 1879) implies that his meeting with Lieutenant C. L. Hooper in 
Port Townsend should be considered as the original stimulus for his trip to Alaska.
 In "Travels in Alaska" we can see Muir attempting to fuse literature, intuition and science.  He 
opines that that indigenous artifacts such as totem poles should be left in their original position;
 outsiders should not be allowed to collect them for any reason. The study of native American 
society and culture should be explored by means of what he calls "predication," a fusion of 
scientific description and subjective representation.

研究分野：英米・英語圏文学

キーワード： ジョン・ミューア　アラスカの旅　ネイチャーライティング　科学と文学
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１．研究開始当初の背景 
 アメリカのネイチャーライティングは、人
里に隣接したフロントカントリーの、牧歌的
な自然美と、たやすく人間を寄せ付けないバ
ックカントリーの、野生的な自然美の両面か
ら、自然の意味や価値を捉えていくところに
本質的な特徴がある。フロントカントリーの
魅力を描いた代表的な作家は、ソローH. D. 
Thoreauに他ならないが、バックカントリー
のネイチャーライティングを確立した作家
は、ミューアであると言ってよいだろう。バ
ックカントリーを描いた作品には、バートラ
ム W. Bartram やオーデュボン J. J. 
Audubon に代表されるような前哨的作品が
あるが、これらは、ミューア J. Muirを経て
一つの主流を形成し、後の E. P. Abbeyや G. 
Snyder らへとつながる、ネイチャーライテ
ィングの大河へと発展して行くことになる
のである。それ故、バックカントリーのネイ
チャーライティング研究は、ミューアの作品
研究を抜きにして成立し得ない。そのためア
メリカには、F. Turnerや B. J. Giselに代表
されるミューア文学の研究者が多数存在す
るが、我が国でミューア文学を研究対象とす
る者は極めて少ないのが現状である。ただし
アメリカの研究においても、そのほとんどは、
My First Summer in the Sierra や The 
Mountains of Californiaを中心とした、ヨセ
ミテ渓谷やシエラネバダの自然に関連した
作品を扱ったもので、アラスカの原生自然を
舞台としたミューアの文学を研究したもの
は非常に少ない。アラスカとミューアの関係
を扱っている研究者としては、僅かにカンザ
ス大学のD. Worser教授が挙げられるのみで
あると言ってよいだろう。K. Heacoxによる
John Muir and the ice that started a fireが
2014 年に出版されたが、これはミューアの
アラスカ探検をベースにした評伝であって、
文学研究の範疇に入るものではない。しかし
ミューアは生涯に七度アラスカ探検に出か
け、1914 年に彼が亡くなった時、そのベッ
ドサイドに置かれていたものは、『アラスカ
の旅』Travels in Alaskaの原稿であったとこ
ろからも、ミューア文学の全体像を把握する
ために、彼とアラスカとの関係を詳らかにす
ることは必須の課題であると考え、本研究を
構想した。 
 
２．研究の目的 
 ジョン・ミューアは「アメリカ国立公園
の父」と呼ばれ、その名は我が国における
ネイチャーライティング研究の世界でもよ
く知られているが、現在国内には、ミュー
アに関する専門的な研究者は少ない。しか
し、アメリカ文学において、「バックカント
リー」のネイチャーライティングが確立す
る上で、ミューアの果たした役割は極めて
大きい。本研究代表者は拙著『アメリカ自
然思想の源流』において、ヨセミテ時代の
ミューアに関しては詳細な研究結果を提示

したが、ミューアの全体像を捉えるまでに
は至っていない。本研究は、アラスカを舞
台とするミューアの思想と文学を取り上げ、
彼が目指した「科学と文学の融合」の姿を
明示することによって、ミューア・ネイチ
ャーライティングの特質を明らかにしよう
としたものである。 
 
３．研究の方法 
１）アラスカ行の動機と経緯の解明 
1864 年にヨセミテ渓谷が、カリフォルニア
の州立公園となって以来、70 年代にミューア
が発表した、多くの新聞記事やエッセイによ
る効果もあって、ヨセミテやシエラネバダの
存在がポピュラーなものとなって行った。そ
の結果、シエラネバダの渓谷や高原には、観
光客ばかりでなく、放牧や森林伐採などの商
業利用者たちも多数入り込むようになり、本
来「原生自然の美」を求めて止まないミュー
アにとって、シエラネバダは徐々に「原生自
然」の地ではなくなって行った。こうして彼
にとって、アメリカに残された最後の、そし
て本来の意味での「原生自然」は、アラスカ
以外にはなくなったことが、ミューアをアラ
スカに引き寄せた最大の要因だったのでは
ないか、という仮説を立てた。この仮説の真
偽を、『アラスカの旅』及び草稿、日記等の
綿密な調査を通して検証した。同時にミュー
アがアラスカ探検に赴くことになった具体
的な経緯についても実証的な考察を行った。 
２）科学と文学の融合 
 「科学と文学の融合」は、バートラム以来、
ソローやミューアを経て、カーソンR. Carson
において完成する、アメリカン・ネイチャー
ライティングにおける最大のテーマの一つ
である。しかし、これまでのネイチャーライ
ティング研究では、この流れの中でミューア
の果たした役割を適切に評価することが希
薄であったと本研究代表者は見ている。『ア
ラスカの旅』には、先住民の遺物をめぐって、
ミューアが科学的記述と文学的描写を融合
させようとしている様子が、ありありと示さ
れている。本研究では作品の解釈に加え、草
稿やメモ類の分析も交えて、総合的な観点か
ら、ミューアの目指した「科学と文学の融合」
の姿を読み解くことを目指した。 
 
４．研究成果 
ミューアにとって初めてのアラスカ探検
は、1879 年 7月 14 日から同年 12 月末までの
もので、この時の記録は『アラスカの旅』の
第 1部としてまとめられている。ミューアが
アラスカ探検に向かうことになった経緯に
ついては、1879 年の 6月にヨセミテ渓谷で開
催された「日曜学校大会」で、当時アラスカ
で布教活動に従事していた長老派のシェル
ダン・ジャクソン S. Jackson が行ったアラ
スカに関する講演にミューアが接したこと
が、彼にアラスカへの探検旅行を思い立たせ
た契機である、とウルフ L. M. Wolfe がして



以来、この説がミューア研究において、言わ
ば定説のように見なされてきた。 
しかし 6月 9日にヨセミテでジャクソンの
講演を聞いてから、6月 20日にサンフランシ
スコ港を出発するまでの彼の日記や手帳、書
簡などを調べても、アラスカ行きの明確な意
思が示されたものは発見できなかった。唯一、
出発の前日にカー夫人 J. Carr 宛てに送られ
た短い手紙の中に、「アラスカにも行くかも
しれません」という一文があるだけだ。また
別の書簡から、6月初めにマッケイ Mackey と
いう友人からミューアが、ブリティッシュ・
コロンビア州知事への紹介状を得ていたこ
とが分かる。さらにサンフランシスコ港を出
発してからのミューアの足取りを見ても、当
初の彼の目的はアラスカではなく、ワシント
ン準州のピュージェット・サウンドからブリ
ティッシュ・コロンビアにかけての北西海岸
沿いを巡ることだったと推察される。しかし
7 月 9 日にミューアが婚約者に送った手紙か
ら、ポート・タウンセンド Port Townsend で
フーパーHooper 大佐という人物と出会い 、
彼が指揮する密輸監視艇でアラスカに行く
ことを誘われたことからミューアの気持ち
が固まって、アラスカ行きが具体化したこと
が分かった。以上のようにミューアが初めて
アラスカ探検に向かった経緯は、ウルフの説
とは異なったものだったことを成果論文④
において示すことができた。 
『アラスカの旅』の中でミューアは、ジャ
クソンが先住民の村からトーテムポールを
持ち去ろうとしたことを、「瀆聖」にも等し
い所業だとし、強く非難している。そしてミ
ューアは、他の全ての作品で、自然に対する
人間の介入を徹底して排除する「保護」の思
想を提唱してきたように、先住民の文化や社
会の研究においても、収集などの人為的介入
を排し、対象の「科学的記述」と、観察者の
「主観的な描写」によって遂行されるべきで
あることを示している。こうして我々は、自
然科学的な対象に関してのみならず、民族学
的なテーマに関しても、ミューアが「文学と
科学の融合」を試みようとしていたことを、
『アラスカの旅』の中に見出すことができる
のである。この点についても、成果論文④の
中で、様々なテキスト資料に基づく論を展開
することができた。 
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